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子どもの音環境における小鳥の声の一考察
―リスト作「小鳥に説教するアッシジの聖フランチェスコ」を通して―
A study of Birdsongs in the sounds environment of Children through “St. Francis of Assisi preaching
to the birds” by Franz Liszt
中 村 千 晶 ＊
Abstract
I reported last year that Oliveir Messiaen utilized, and incorporated birdsongs in many of his
compositions.
Musicologist AlanWalker argues that Franz Lisztʼs “St Francis of Assisi Preaching to the Birds” is
historically an important work for it both well represents the birdsongs in musical compositions, and
connects the Couperin and Messiaen works on the songs of birds.
This report focuses on the utilization of birdsongs as seen as through an analysis of Listz works
with the intent to improve the musical education of young children including their auditory
environment, and auditory perception.
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序章
メシアン（Olivier Messiaen 1908-1992）は鳥に
興味を持ち、鳥を題材にした作品を残した。その代
表的な作品名とピアノ曲については前論文、2014年
度『関西学院大学教育学論究第号』に記載した。
メシアンは当時パリ音楽院で作曲の教授をしていた
デュカス（Paul A. Dukas 1865-1935）の「小鳥の声
を聞きたまえ、彼らは巨匠である｣1)と語った言葉
に触発されたように、鳥の声が持つリズム、旋律、
音色、そして自然の音への関心を深め、録音・採譜
を通して精力的な創作活動を行った。1953年以降は
鳥の作品が続き、鳥の時代と言われる所以である。
著書『オリヴィエ・メシアンその音楽的宇宙』の中
で「鳥は最大の音楽家である｣2)と述べ、文中「小
鳥の歌」の章では「ひばりのさえずり」、「すずめの
讃歌」の作品分析と解説を行った。
これらのことから筆者は今までに学んだピアノ
曲を振り返り、鳥に関する楽曲を数曲思い当たっ
た。その中から次の研究課題として本楽曲「小鳥
に説教するアッシジの聖フランチェスコ」（“ST.
FRANÇOIS DʼASSISE La prédication aux oiseaux”）
を選んだのは次のような理由による。
音楽学者ウォーカー（Alan Walker 1930-）は著
書「リスト」の中で本曲を、鳥の系譜として、バロッ
ク時代のクープラン（Françius Couperin 1668-
1773）がクラヴサンのために作曲した「かっこう」
（“Le Coucou”）とメシアンの「鳥のカタログ」
（“Catalogue d ʼoiseaux”）の中間にあってこれらを
結ぶ役割をしていると高く評価した。鳥については
数かずの作品のある中で特にリスト曲を中枢的存在
とみなした訳である。加えて、前々論文2013年度
『関西学院大学教育学論究第号』で取り上げたラ
ヴェルとメシアンの関係を考える上でも、メシアン
の前段階にラヴェルを入れ、歴史的にも一環した鳥
の系譜を想定出来るのではないかと考えた。本稿で
は、まずこの曲の生まれた背景を考察し曲の分析を
細かく試みることによって、曲の表現しようとした
鳥の声の美の分野にも接近出来ることを望んでい
る。
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近年、音環境の変化も著しく、静寂の中で鳥の声
や自然の音をきくことは難しい状況がある。小鳥は
子どもにとって身近な存在である。幼児の音楽教育
を考える上でも、子どもがこれらの音に耳を傾け美
しさを感じることは大切なことである。美しさを感
じ取るためには、脳で繰り広げられる脳幹でのメカ
ニズムを理解し、音に感動する心を育てる研究が教
育の最も重要な課題であることを改めて認識し、自
らを再教育する事の必要性を実感するものである。
さらにこの楽曲分析・考察を通して小鳥、神、子
どもの音楽教育との関連、および音を聞く活動にも
研究を進めることが出来ればと考える。
第章 本楽曲の背景
第節 リスト
「つの伝説」は第番「小鳥に説教するアッシ
ジの聖フランチェスコ」と第番「水の上を渡るパ
オラの聖フランチェスコ」（“ST. FRANÇOIS DE
PAULE Marchant sur les flots”）の曲から成る。
本稿で取り上げた第番は、リストがアンテンブ
ルグの別荘を去ってローマに移り住んだ1861年50歳
のときの作品である。この時期にリストはカロリー
ネとの結婚をローマ法王から反対され、失意の中に
あった。もともと司祭願望の強かったリストは宗教
心の高まりから1865年に僧職を得て、オルガン曲に
代表されるような宗教的作品を集中的に残してい
る。曲は娘のハンス・ホン・ビューロー夫人コジー
マに献呈され、1865年ブダペストで自身により初演
された。リストの偉業については主としてつあげ
られる。ピアノ音楽に新しい境地を開拓しようと、
ヴィルトゥオーソとトランスクリプションの芸術を
確立したこと。また、リスト音楽院を創立し、コ
ダーイ、バルトークなど多くの逸材を育てたことな
どである。本曲についてはヴィルトゥオーソ的要素
を特徴づけることができる。
第節 アッシジの聖フランチェスコ
アッシジはイタリア中部のウムブリヤ地方にある
都市で、各国から巡礼者が訪れる。フランチェスコ
（Francescodʼ Assisi 1182-1226）はアッシジの織物
商の家に生まれ、教会の付属学校でラテン語の読み
書きを学び、経済的にも恵まれた生活を送ってい
た。その後、修道生活に入り、熱心に宣教活動を
行った。人間だけではなく鳥、狼、ウサギ、魚、蝉、
コオロギにも説教したとの逸話が残り、自然界や動
物たちへの強い愛着が示された。特に鳥について
は、創造主の神を賞賛するように努めよと説教した
ことが言い伝えられている。アッシジ系の「フラン
シスコ修道会」として、今もなお現存している。
サン・フランチェスコ大聖堂には、ジオット
（Giotto di Bonde 1267-1337）のフレスコ画による
「小鳥に説教するアッシジの聖フランチェスコ」の
絵が残っている。
第節 小鳥と説教
リストが第番の楽譜巻頭に書いた序文（1866年
ローマ）には、作品の精神的動機はイタリア語の古
典『聖フランチェスコの小さな花々』（“I Fioretti di
San Francesco”）のから引き出した最も感動的なエ
ピソードとある。その第16章「聖フランチェスコが
宣教か、祈りか、どちらを成すべきかと思いまどわ
れたこと」に小鳥の説教が述べられている。その概
要は「地面や木々にいる鳥たちに創造主に感謝する
こと、神を賛美すること、創造主が愛してくださっ
ていること、罪を犯さないようにすること、神を讃
えるように努めることと説教を始めると、鳥たちは
身動きせず、飛び去ろうともしなかった。説教が終
わり聖フランチェスコが十字を切ると、鳥たちはそ
の十字に従って歌を歌いながら東西南北に立ち去っ
た」というものである。
ここでの鳥の種類は「説教を始めたときに、ぴい
ぴいと鳴いていたつばめに説教が終わるまで鳴きや
むように命じると、素直に従った｣3)とある通り、
つばめである。その後の箇所には「小鳥」としかな
い。異なる訳には「さまざまな鳥」と記載され、鳥
の種類は不明である。次に小鳥の数については「道
端の木立ちには数えきれないほどたくさんの小鳥が
とまっているのに気づかれた｣4)とあり、何羽とは
記載されていない。前述のジオット作の絵画には、
聖フランチェスコの足下に25羽ほどの鳥が描かれて
いる。
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第章 本楽曲の分析
第節 アナリーゼ
調性：イ長調
拍子：分の拍子
速度：Allegretto
形式：a−b−c−b（最後の b は、Coda と考えられ
る）
1-4小節 【a】弱起の曲。pで高音による小鳥の
歌声から始まる。
アウフタクト（Auftakt）からイ長調Ⅱ6
の非和声音を交えた分散和音が32分音
符で回続き、倚音（appoggiatura
英・伊）を伴った全音符のトリルとな
り、半音で動いた後、休符がフェル
マータになる。分散和音は右手から左
手に移る形で、つのパッセージを成
す。、小節目にある前打音の回
は、小鳥の声と考えられる。（譜例）
4-8小節 最初のパッセージを反復する。分散和
音の音は、度上のホ長調のⅤ5
6にな
る。
8-12小節 最初のパッセージを反復、回目とな
る。
ホ長調のドッペルドミナントの分散和
音からイ長調のⅤ5
6となり、補助和音
も加わる。Ⅴの分散和音は32分音符か
ら16分音符の連符が加わり、16分音
符による連符のリズムに変化する。
13-17小節 経過音を伴った推移が始まり、前奏の
部分が終わる。
Ⅴの和音で32分音符のトリルと前打
音、度音が組み合わさり、17小節は
増三和音になる。13小節からの右手は
旋律として g−gis−a−ais−h−his を
意識して弾くことが大切である。
18-22小節 優しくと弱音ペダルの指示がある。右
手でイ長調のドミナント度の旋律を
テヌートで弾きながら32分音符のトリ
ルを弾く。この旋律のフレーズ感は重
要で27小節目まで続く。左手は度の
音を弾きながら32分音符のトリルを弾
く。（譜例）
23-27小節 右手はイ長調Ⅴの和音で付点分音符
のアルペッジョを弾きながら32分音符
のトリルが続く。左手は和音伴奏、ト
リル、前打音で鳥の声を表現する。
28-35小節 左右共にこれまでと同じ音形である
が、旋律がイ長調から平行調の嬰へ短
調に移る。espressivo（表情豊かに）
で、最後は徐々に弱く消えるようにと
ある。
36-45小節 弱音ペダル使用。左右で旋律の音を保
持しながら32分音符のトリルを弾く形
が続く。36小節はホ長調のドッペルド
ミナント、37小節はⅠ4
6に付加音と経
過音を伴う。38小節から45小節目にか
けてⅤ−Ⅴ5
6−Ⅰ4
6−Ⅰ4
6−Ⅴ（推移）−
Ⅰ4
6−Ⅴ−Ⅴ7の和声で進行し、音は
徐々に弱くなる。（譜例）
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45-51小節 曲の最初と同じ形に戻るが、ここでは
un poco stringendo（少しせきこんで）
とある。イ長調の分散和音Ⅴ−Ⅵ、イ
長調の属調であるホ長調に移り、Ⅳ−
Ⅰ−Ⅱ5
6で最後は右手で度のトリル、
半音階になる。48小節ではホ長調の第
Ⅵ音が Cis ではなく C となるが、こ
れは和声、和声長音階の第Ⅵ音が臨時
記号によって半音低くなったためと考
えられる。この和声長音階は、古典派
の音楽に用いられた方法の一つであ
る。50小節のⅡ7はⅤに進むサブドミ
ナントの機能で、Ⅱ7−Ⅴ−Ⅰへと進
む。最後のⅤ−Ⅰは古典的な終止であ
る。
51-58小節 【b】Recitativo（叙唱、歌の部分）と
なる。聖フランチェスコが小鳥に説教
している様子が左手のアウフタクトか
ら p で、ホ長調、中音域の単旋律で
始まる。それに対して小鳥の声は右
手、高音域で pp、和音のトレモロで
答える。トレモロはホ長調の下属調、
イ長調の音となる。次にイ長調のⅡ度
調であるロ短調に移る。そして再び、
聖フランチェスコと小鳥の問答があ
る。（譜例）
58-71小節 前述同様、聖フランチェスコと小鳥の
問答。説教が p で、小鳥の声は pp で
ある。説教は単旋律で放物線を描き、
ポルタート、レガートのアーティキュ
レーション、連符に留意する必要が
ある。イ長調から属調のホ長調にな
り、63小節は同主調のホ短調Ⅵの和音
で急に明るくなる。64小節はハ長調か
らへ長調でⅤ7−Ⅰ6となる。68小節か
らは flebile（哀れな、悲しげな）で、
左手にへ短調の旋律で説教が示され
る。速度は徐々にゆっくりで、最後は
左右とも、休符にフェルマータで終わ
る。
71-81小節 71小節後半のアウフタクトから
Solenne（厳粛な、厳かな）となり、
教育学論究 第号 2 0 1 5
【T：】Edianserver／【関西学院】／教育学論究／第号／
中村千晶  校
114
譜例
譜例
神の栄光が現れる。音域も広がり、両
手で変二長調の和音が付点のリズムで
ゆったりと歌われる。和声進行はⅡ−
Ⅰ−Ⅵ−Ⅰである。74小節の最後は変
ロ長調Ⅳの和音に付加度が加わり、
ピカルディーの度となり、変ロ長調
Ⅰの和音で頂点を迎える。次に右手で
旋律の和音、左手で伴奏としてオク
ターヴ、和音、アルペッジヨとなる。
（譜例）
81-84小節 【c】に入る前の小節。右手の旋律は
へ短調の和音で pp となり、消えて行
く。
85-89小節 【c】TempoⅠ、嬰ハ短調。左手で聖
フランチェスコの説教、右手の連符
の和音が同時に奏でられる。次に小鳥
の歌が右手、小鳥のはばたきが左手の
イ長調のアルペッジョで描かれる。
（譜例）
90-94小節 嬰ハ短調による聖フランチェスコの説
教が左手、度で響く小鳥の歌と伴奏
を右手が行う。
95-101小節 同上のことが続き、97小節で嬰へ長調
に転調して明るくなる。100小節の右
手和音伴奏は嬰ハ短調Ⅵ3
4の減の和
音から同主調イ長調のⅠ4
6に進み、経
過音の半音階で上行する。
102-103小節 左手の連符、右手の度または度
で鳥の歌声となる。（譜例）
104-113小節 反復の形で説教が左手のオクターヴに
現れる。右手はトレモロでその伴奏を
担うが、途中から右手に小鳥の旋律、
左手にアルペッジョの伴奏となり、左
手と右手が入れ替わる。
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114-118小節 左手は嬰ハ短調から嬰ヘ長調のオク
ターヴで華やかに旋律を歌う。
117-118小節のリズムは52-53小節のリ
ズムの再現である。右手は度と度
のトレモロ、さらに連符で力強い和
音伴奏となり、変二長調Ⅳの和音で終
わる。
119-123小節 Schnell（速く）となり、変イ長調Ⅰ4
6
の和音で始まる。説教が左手のオク
ターヴで、伴奏が右手連符で進む。
124-130小節 同上の説教が続いたフェルマータの
後、右手によってゆるやかな単音の旋
律に移る。
131-140小節 回目のRecitativo で、右手による単
音の旋律に左手で和音伴奏。これは71
小節目からの推移で、主題のリズムが
変形したものと考えられる。そして変
ロ長調で進行し、139小節のドッペル
ドミナントから140小節でイ長調のⅠ
に解決して終わる。
140-150小節 【b】曲の終わりとしての Coda と考え
られる。
最後問答。左手の静かな優しい音で説
教が始まり、小鳥が右手のトリルで答
える。
150-155小節 TempoⅠとなり、イ長調で静かに始
まる。小鳥の歌は32音符のトリルと和
音で示され、小鳥の歌は右手から左手
に移動する。トリルがないときは高音
での和音を弾く。高音でのトリルと和
音できらきらとした音が響く。
156-159小節 両手で32分音符のトリルが小節続
き、最後の小節は両手でつの和音
のアルペッジョが ppp であり、休符
のフェルマータで完結する。和音進行
はイ長調Ⅰ＋6−Ⅰ4
6−Ⅰの落ち着いた
響きで終止する。（譜例!）
第節 考察
曲の記譜を見ると、左手の16分音符による連音
符の伴奏部分の符尾と連桁はすべて上向きで、ス
ラーを下に付け、鳥の声の旋律に近づくように書か
れている。リストが記譜からも視覚的に演奏者に訴
え、工夫をしていたことが解る。
巻頭文にリストはピアノという表現の幅の狭い楽
器を用いるため充分に思うところを表せなかったと
謙虚な自己評価を述べている。しかし試奏の結果、
小鳥の声のトリル・トレモロ・アルペッジョなど32
分音符での繊細な動き、転じてフランチェスコの説
教の場面は低音部での旋律が厚みのある厳かな響き
を必要としている。いずれにしても、技術的な難し
さに直面するが、小鳥のさえずりとフランチェスコ
の説教と言う異質の素材をピアノの特質を存分に生
かし活用した曲として仕上げているように思える。
しかし、リストは前述のようにピアノ曲による表
現の限界を感じてオーケストラ版（“Légendes für
Orchester”）も作曲し、没後発見され1984年に出版
された。楽器編成はフルート（ピッコロ持ち替
え）、オーボエ、イングリッシュホルン、第
ヴァイオリン、第ヴァイオリン、ヴィオラ、
チェロ、コントラバス、ハープである。鳥の
声は基本的に木管楽器を使用し、聖フランチェスコ
の説教はイングリッシュホルンで行われる。最も高
い声部はフルートと第ヴァイオリン、伴奏的な部
分はオーボエとヴィオラのピッツィカート、トリル
はクラリネットと第ヴァイオリンの名で演奏さ
れる。CDの試聴により、小鳥の声は木管楽器によ
る音色の違い、音域の広さ、繊細な音の響きを感じ
取ることが出来る。説教の箇所はイングリッシュホ
ルンによる趣きのある音で、聖フランチェスコが
語っている情景を想起することが出来る。楽器によ
り小鳥の声と説教の問答もわかりやすく、それぞれ
の音を聞いて楽しむことが出来た。これらのことか
ら、ピアノでは出来ないオーケストラによる音楽の
豊かさと音色の面白さを認識することができた。
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譜例	
このことからもピアノで豊かな音楽表現を行うた
めには、特に音色、色彩感に留意する必要が出て来
る。音のイメージをしっかりと持った上で、タッチ
の明晰さや透明さ、腕、手首の使い方、力の加え方
など種々の問題がある。これらはピアノの演奏上の
テクニックの問題になって来るので、ここでは深く
論ずることは避けたいが、この曲に関しては聖フラ
ンチェスコの説教と鳥たちの歌声は問答するように
描き分けられていて、少なくともその部分の表現
は、単純な形でその変化を演奏することは可能であ
る。
和声進行については比較的基本的なもので、下属
調、属調に変わることが多く、変化に富んでいる。
調性は長調から短調に転調することもあり、明暗を
出す必要がある。テンポは情景によって変わるの
で、その内容をよく理解する必要がある。
鳥の種類は逸話の中で「つばめ」とあるが、小鳥
の声を現している音型を15ほど見つけることが出来
た。装飾音、32分音符、トリル、トレモロなどの演
奏技術的に難しいが、飛んでいる鳥、飛び立つ鳥、
鳥のはばたきなどを弾き分け、軽くよく歌うように
演奏することが望まれる。
終章
鳥類は動物の中でも音声活動が活発であると言わ
れているが、近年、小鳥や動物たちの音声行動も視
野に入れて、多岐に渡る分野の観点から音楽の起源
と進化についての研究がなされるようになった。本
稿ではリストの楽曲分析よりピアノによる小鳥の声
の表現を概観したが、美しい表現の数々に改めてリ
ストの作曲家としての真価を認識した。
小鳥と子どもの関係は、既にフレーベル（F.W.A.
Fröbel）の『母の歌と愛撫の歌』（“Mutter und
Koselieder”1844）に現れている。フレーベルは、
歌の題材に、子どもの生活の中にある草花、鳥や小
動物、また星や月などの自然を用いた。上記の中で
「遊戯の歌」には、フレーベルの作詞により曲の
小鳥の歌「にわとりさんおいで」、「はとさんおい
で」、「鳥の巣」、「はとの家」、「壁にうつる光の小
鳥」、「かっこうかっこう」（荘司雅子訳）がある。
母親が乳幼児に語りかけるもの、親子でできる手遊
び・指遊び歌、かくれんぼなどの遊びにつながる歌
で、フレーベルと共に教師をしていたコール
（Robert. Kohl 1813-1880）が曲を付けた。子どもた
ちは歌を通して生活の中で自然と触れ合いながら経
験を積むが、神への信仰、愛と感謝、自然物へのい
たわりなど、子どもの心を育てることが目的であっ
た。
現在、音環境が変化して、自然の音に耳を傾ける
のが難しい。シェーファー（R.Murray Schafer
1933-）は音環境の見直しを提案し、音を聴くこと
の意義を唱え、カナダのサイモン・フレーザー大学
に本部を置いて国内外のサウンドスケープ（音環
境）の調査研究を行っている。1971年頃から調査を
始めると、機械的な音、騒音がますます増えている
ことが明らかになった。「好きな音と嫌いな音のカ
テゴリー」をオークランド、ヴァンクーヴァー、
ポートアントニオ（ジャマイカ）、チューリッヒの
都市（被験者約500名）で調査した結果、「最も好
きな音・快の音」の位は都市共「鳥の声」であっ
た。オークランドのみ、「海」、「そよ風」と続き、「鳥
の声」は位となった。「嫌いな音・不快な音」に
ついては、上位より「人間の声」、「交通騒音」、「乗
り物の音」であった。この結果からシェーファーは
音を環境から切り離して考えるのではなく、日常生
活や環境の中で音を風景として捉えることの必要性
を唱え、音を聴くことの意義を問題提起した。そし
てそのために、感性を養う音の教育が必要であると
考えた。
感性を養うことは、まず脳の働きに付いて理解
し、感動から感性、さらに創造性に導く経路につい
て明確にしなければならない。個々の音楽教育の可
能性がそこにあることも認識しなければならない課
題である。
乳幼児期の子どもたちの音環境は、家庭でも保育
現場でも変化しているが、美しい音に触れる経験が
必要である。幼い子どもにとっては初めての音との
出会いでもあり、音や音楽を聴く機会を有意義なも
のとできるよう、教育現場での工夫や配慮が必要だ
と考える。
子どもに聴かせたいと思う鳥に関する選曲を、筆
者のかつて学んだもの中から試みた。すなわち、
クープラン作曲「つばめ」、「恋のうぐいす」、ラモー
「鳥のさえずり」、グリンカ＝バラキレフ「ひばり」、
シューマン「予言の鳥」、グリーグ「抒情小曲集第
集」より第曲「小鳥」、グラナドス「ゴオェス
カス」より「嘆き、またはマハと夜鳴きうぐいす」
などである。今後これらの楽曲の分析、演奏を通し
子どもの音環境における小鳥の声の一考察
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て研究を継続していきたいと考える。
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